
データ入力基本のき
―実務のチェックポイントとQ&A―

国立科学博物館 標本資料センター
太田藍乃・江守知保
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
お茶でも飲みながらライトに聞いてほしい



本日のお品書き

S-Netアンケートの結果報告
データ入力

― 事務局では何をしているの？
データ入力Q&A

― いただいた質問を元にお答えします
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スピナッチ

どちらも国内向けの学会はない
自然史コレクション（いわゆる自然史標本）の保存、保全、管理に専念する国際組織である。
標本とその関連情報を正しく同定・整理することは、コレクションを利用する上で非常に重要であり、経験と専門的知識を必要とする。コレクションとそれを裏付ける資料の将来的な利用可能性を確保するためには、保存と準備のための材料と技術を正しく使用するだけでなく、それらの管理に対する全体的なアプローチが重要である。SPNHCの会員は、コレクションに関する標本に基づく研究を行うとともに、標本の保存と管理のための新しい技術を開発するための研究も行っている。物理的なアクセスからデジタル化、データ化まで、SPNHCのメンバーはコレクションを現在、そして将来にわたって利用しやすいものにしています。SPNHCは、学術界、政府、一般市民に対し、コレクションの管理問題を推進する主導的な役割を担っています。私たちのメンバーは、次世代のコレクション専門家の育成と指導に専念しています。
自然科学のコレクションを研究することで、私たちは地球の将来を予測することができる。

タドウィグ→the Taxonomic Databases Working Group（グループ名）
生物多様性情報標準化グループ（TDWG）は、生物多様性情報の作成者、管理者、利用者間の国際的な協力関係を確立し、生物という世界遺産に関する知識をより広く効果的に普及・共有することを目的として設立された非営利の科学・教育団体である。その目標を達成するために、TDWGは次のような活動を行っている：生物に関するデータの記録と交換のための標準とガイドラインを開発、批准、推進する。会議、オンライン・ディスカッション、出版物を通じて、生物多様性情報管理のあらゆる側面を議論するフォーラムとして活動する。

生物系の資料を扱う。
合同大会→ニュージーランド
日本→ヨーロッパ系に偏るからアジア手薄、名古屋議定書等センシティブ




S-Netアンケートの結果報告
S-Netシステム更新

― 新システム：2026年4月より運用開始予定
S-Netデータ変換システムに関するアンケート

― 実施期間：2025年3月26日～2025年4月13日
― 回答数：81（S-Netアナウンスメール登録数433人、

2025年4月14日時点、機関数125）

3



1）現在のS-Netウェブサイトについて

5%

37%

48%

10%

1-1 S-Netウェブサイトは
どの程度ご覧になっていますか。
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1-2 S-Netのどのページや機能を使っていますか。
使っているものにすべてチェックをしてください

週1回以上
月1改訂程度
ほとんど見ない
年に数回

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①標本情報の検索・表示
②機関やデータセット情報の検索・表示
③研究員・学芸員情報の検索・表示
④S-Netからのお知らせ（トップページ）
⑤「参加機関・参加検討中の機関の方へ」の
ページで情報収集

⑥「活動実績・資料」のページで情報収集

1-3 標本情報の検索・表示機能は
どのような目的で使っていますか

自館・自機関の標本情報の確認
借用したい標本の所蔵館検索、
研究目的
展示用途
使っていない
その他
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4% 4%
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1）現在のS-Netウェブサイトについて
1-4 S-Netが提供する高度な機能について使っていますか。もしくは、使いたいと思いますか

①データセットのダウンロード
②検索結果のダウンロード
③パーマネントリンク
④詳細な検索
⑤トップページの博物館絞り込み検索
⑥埋め込みフォーム
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1-5-1 現在、検索結果のダウンロード数は5,000件
に限定されています。これは使用上十分ですか。
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十分
不十分
ダウンロード自体
使う予定はない

1-5-2 1-5-1で不十分とお答えいただいた方、何件
ダウンロードできるのが理想ですか？
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1）現在のS-Netウェブサイトについて

• カタログ番号を検索結果一覧に表示してほしい
• 分類名や所蔵館の複数選択・除外検索を可能にしてほしい
• CSVダウンロード機能を強化してほしい
• シノニム対応のあいまい検索ができるようにしてほしい
• データ整形ツールをMac対応にしてほしい
• 研究者の個人コレクションも登録・公開したい
• 採集地や採集者情報の公開レベルを分けてほしい

1-6 現在のS-Netウェブサイトに対して感じていること（便利な点、改善すべき点、
必要な機能の案、その他ご意見・ご感想）があればあげてください。
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2. S-Netの標本データおよびツール類など
2-1 現在、S-Netでは100を超える項目が
ありますが、扱えるデータ項目は十分ですか

2-3 お手元のデータをS-Net形式に変換する
「データ変換ツール」を提出用データの作成に
使っていますか。

2-4 （使っている方に）現在のデータ変換ツールでは全
角半角の変換、不要な空白の削除などを自動的に行う
データクリーニング機能が備えられています。この機能
についてどのように思われていますか。下記のうち、あ
てはまるものをすべてチェックしてください。
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①データクリーニング機能があることを認識していた
②データクリーニング機能は有用な機能だと感じる
③この機能をS-Netへの提出時だけでなく
自館のデータクリーニングでも利用したい

④エクセル等で同じようなクリーニングをしているので
この機能は不要

使っている
試したが使っていない
問題があり使えない
使っていない
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2. S-Netの標本データおよびツール類など
2-6-1 次の更新において、現在提供しているスタンドアロンツールの他に、ウェブツールの導入も

選択肢として検討しております。このようなツールの導入についてどうお考えですか。

Webツールでも従来のツールでもかまわない
Webツールが使用できない
従来のツールが使用できない
どちらのツールも使用できない
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2-7 S-Netでは、標本データの整備のため、データ変換ツール以外にも様々なツールや辞書（※）を
用意しています。その使用状況を教えて下さい。 ①データ事前整形支援ツール

②日本沿岸地名辞書
③新レッドデータチェッカー（メール版）
④RDB掲載種自動判定ツール（エクセルマクロ版）
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2. S-Netの標本データおよびツール類など

• データ整形が大変でツール使用が負担になる
• 一部ツールが公用PCやmacOSで使えない
• ツールのリンク切れや動作不良がある
• 自動判定で異名による誤判定が起こることがある
• データ変換や処理に時間がかかる場合がある
• 他館の良い事例が参考になると助かる
• 年1回の作業で操作を忘れがち

2-8 データ形式やツールに対して感じていること（便利な点、改善すべき点、必要な機能の案、
使用できない理由、その他ご意見・ご感想）があればあげてください。
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3. 画像の公開について
3-1 貴館では、写真も公開できる標本資料の

公開データベースを持っていますか。
また近い将来に立ち上げる予定はありますか。

35%

9%

51%

5%

持っている
近々構築予定
持っていない
その他

3-2 館のデータベースは画像公開の国際規格である
IIIFに対応していますか。

またその機能を使っていますか。
2% 4%

36%
58%

IIIFを利用して公開している
IIIF公開機能はあるが使っていない
IIIF公開機能を持たない
わからない

3-2 日本のデジタルアーカイブの横断検索である
「ジャパンサーチ（ https://jpsearch.go.jp/ ）」を
知っていますか、また使ったことはありますか。

24%

34%
17%

25%

日常的に使っている
試してみたことはある
知っているが
使ったことはない
知らない

3-3-1 貴館は現在どのような形で標本データの
「ジャパンサーチ」へのデータ提供を行ってますか

S-Netのみを経由して連携している
自館から直接連携している
地方自治体アーカイブ等から
連携している

95%

3% 2%
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3. 画像の公開について
3-3-2 貴館は今後どのような形で標本データの

「ジャパンサーチ」へのデータ提供を
行う方針ですか。

51%
37%

12%

3-4 S-Netでは、デジタルアーカイブ構築に貢献する
ため、各館への画像へのリンクを利用した写真
表示サポートと、GBIFやジャパンサーチへの
写真情報の提供を検討しております。このような
機能の導入への意見をお聞かせください。

51%
33%

16%

S-Netを経由した連携を
継続させたい
地方自治体アーカイブ等から
連携させたい
その他

ぜひ利用したい
利用したいが課題がある
利用する予定はない3-5 S-Netで画像自体を預かって公開するような

仕組みを作った場合、これを使いたいと思いますか。

56%

41%

3%

ぜひ使いたい
利用したいが課題がある
利用したいとは思わない
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3. 画像の公開について

• 画像準備に時間・人手などの負担が大きい
• 権利処理や二次利用の規定整備が必要
• 誤同定時の対応や情報修正の手順が不明確
• 絶滅危惧種等や個人情報のマスクが困難
• 自館DBとの連携運用に不安がある
• 撮影・登録の体制構築や作業人員が不足
• 管理容量や用途制限などハード面の課題も

3-6 画像公開についての期待、不安なこと、問題点など自由に記載ください。
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データ入力
S-Net事務局では、誰が、どのように掲載データを

作成しているの…？
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S-Net/GBIF事務局担当メンバー
データ提出先→国立科学博物館 S-Net/GBIF担当
構成員：４名

神保 宇嗣 副コレクションディレクター
分類学（鱗翅類）、生物多様性情報学

柿添 翔太郎
分類学（コガネムシ上科）

太田 藍乃
分類学（ササラダニ目）
ガ類のデータ入力経験有

江守 知保
データクリーニング、
手続き関係

データチェック
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提供データの流れ

・データ変換ツールで
提供データを検証
・掲載中のデータの重
複がないか
・データに規制種が含
まれていないか
・全データ受領後に今
年度の提供件数と一致
しているか

・提出データに内容的な
不備が含まれてないか
・最新のレッドリストで
レッドデータチェック
・チェックの結果を提供
機関にメールでご連絡し、
必要に応じて修正を依頼

デ
ー
タ
掲
載

受付チェック 内容チェック

受
領
件
数
確
定

デ
ー
タ
受
領
の

ご
連
絡

※S-Net/GBIFデータ提供関連資料
https://science-net.kahaku.go.jp/contents/hint/RMD01_accecptancecheck.pdf
https://science-net.kahaku.go.jp/contents/hint/RMD02_datacheck.pdf
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※データは提供機関に
修正いただき、S-Net事務局
は最終版のS-Netシステムへ
の登録を実施



データ変換のやり方（マニュアル）
S-Net/GBIFデータ提供関連資料
データ変換ツール利用者向けマニュアル（P80）

https://science-net.kahaku.go.jp/contents/tool/dataconv_manual_v2.01.pdf
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
データ提供機関に原本と送ってる（いつ？）



データ変換
（既に自館のデータがある場合）
データ変換ツール（ダウンロード）
（データ変換ツールを使用してS-Net提供データにする
動画のスクショを添付します
基本的には毎年ダウンロード
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
既に自館のデータがある場合



データ入力時の問題と対処法（全体）
該当する入力項目がない

― 各項目の後に備考欄、オリジナル表記を利用
― 文字数上限100字～入力可能なので全文の記入を

入力できる情報がない
― 必須項目を除き、空欄でも構いません。
― 但し、情報が多い方が検索性は向上します

～門、～属などの書き方
― 分類階級を書くべきか否かのルールは現状ではない
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データ入力時の問題と対処法（国名）
国情報が不明

― 「‐」記入

日本、日本国など国名の種類があるが、
統一した書き方はある？
― 現状では統一していないデータも受け入れている
― 日本語の国名などは外務省表記
― （https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html）を参考

どの項目にいれたらよいのか不明の場合
（ex. ユーゴスラビア、オスマン帝国など）

― 「‐（ハイフン）」を記入、地名オリジナル表記へ直接記入
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データ入力（和名・学名）
種名等が不明な場合

― 種までの同定が確定していない場合、学名には上位分類までを記入、
― 106または107の同定に関する補足情報に不確実な種名を記入

例
― 学名： Prunus sp.
― 属名： Prunus
― 種小名：空欄（空欄が気になるならsp.と記入）
― 和名： バラ科の一種
― 同定に関する補足情報： Prunus salicina Lindl. ?
― 同定に関する補足情報（日本語）：スモモ？

和名不明なら空欄でもOK（敢えて「？」と書かなくてOK）
― 学名はGBIFへそのまま登録されるので「?」は避けたい
― 和名は「スモモ？」とすることも可能
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データ入力（採集年月日）
野外から採取した幼虫から羽化した場合の採集年月日は
どの時点での採集日を記載したらいいの？

― 記録年月日に「羽化日」を入力する場合
 19．生活型・世代型に「adult」
 20．生活型・世代型（日本語）に「成虫」

― 記録年月日に「幼虫の採集日」を入力する場合
 19．生活型・世代型に「larva」
 20．生活型・世代型（日本語）に「幼虫」

実験室で羽化させたことを示すために、
― 42．サンプリング方法に「Laboratory reared | Emerged in lab」
― 43．サンプリング方法（日本語）「飼育、羽化」
― 15．オカレンス備考ラベルに記載された文言を直接入力

 例：Larva collected 10 March 2018; adult emerged 3 April 2018」
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内容チェック
事務局でのチェック
（主にフィルターを使ったデータ確認の様子をスクショ
ビデオで流します。
全角入力部分に半角があったり、違う項目にデータを
入力しているミスなどがよくあるし、見付けやすい等の
説明をします。
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内容チェック
とは言え、人の力には限界がある…
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内容チェック
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内容チェック

Excel処理上で誰にも起こりうるミス
過去に地名（島名と件名が異なる）や学名（属名と種小名）
でのミスをが異なるなどの事例がある
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データ提供まとめ
入力に困ったら「オリジナル表記」を活用

― 書いてある事象をそのまま入力可能

とは言え、空白だらけのデータ
― 詳細検索など、検索してもデータがない（ことになる）可能性
― でもデータがないよりは…

データをアップロードした後にも修正は可能
→外部からの指摘や、実際にデータを見ると気付く過ち

― 修正の連絡
― 全データダウンロード分を送付、修正していただき、再アップロード
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地名オリジナル一括入力パターン
標高、座標が情報としてはある

― 適切な個所に入力されていないので、データが反映されない
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
東大の例



地名オリジナル一括入力パターン
座標が座標の項目に入っていれば、優先的に検索でき、
地図上にもプロットされる

― 視覚的にわかりやすい（メリット）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
東大の例



データ提供まとめ
入力に困ったら「オリジナル表記」を活用

― 書いてある事象をそのまま入力可能

とは言え、空白だらけのデータ
― 詳細検索など、検索してもデータがない（ことになる）可能性
― でもデータがないよりは…

データをアップロードした後にも修正は可能
― 外部からの指摘や、実際にデータを見ると気付く過ち

 修正の連絡（事務局→データ提供機関、データ提供機関→事務局）
 全データダウンロード分を送付、修正していただき、再アップロード
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参加登録時アンケートのQ&A
Q．データ項目、特に植物の学名で変種・品種などの入力の

しかたがわかりにくいです。マニュアルはありますか？

A．108．分類に関する補足情報、110．備考1（公開、日本語）
マニュアル
― S-Net/GBIFデータ提供関連資料
― データ変換ツール利用者向けマニュアル（P80）
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参加登録時アンケートのQ&A
Q．表記揺れを改善できないでしょうか？

― 検索画面左のリストは複数選択ができず、『食肉目』『ネコ目』の
ように名称が揺れると一覧表示が困難

A．表記揺れの問題については確認はしている
― 標準化（辞書）の作成や、既存データの修正など
― 事務局側がデータを変更することはできない
― AND検索、OR検索を活用

 『食肉目＋ネコ目＋ネコ』
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参加登録時アンケートのQ&A
GBIFを利用して自然史標本データを一覧表示させる

National Museum of Nature and Science,Tokyo
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